
  

 
 

日本タタ・コンサルタンシー・サービシズ、 

きらぼし銀行のフィンテック子会社であるきらぼしテックの 

デジタル戦略推進に向けた覚書に合意 
 

東京 | 2019 年 7 月 1 日： 日本タタ・コンサルタンシー・サービシズ株式会社（本社：東京都港区、代表取

締役社長：アムル・ラクシュミナラヤン、以下、日本 TCS）は、株式会社きらぼし銀行（本店：東京都港区、取

締役頭取：渡邊 壽信、以下、きらぼし銀行）のフィンテック子会社である きらぼしテック株式会社（本社：東

京都港区、代表取締役社長：石原 邦浩、以下、きらぼしテック）との間で、今後の前給を機軸としたデジタ

ル戦略を共に検討することを覚書として締結したことを発表しました。 

この度、検討するデジタル戦略は、きらぼしテックがビジネスモデル特許（特許 3685788号他）を保有し、き

らぼし銀行がサービス展開している「前給
まえきゅう

サービス」をより進化させ、新たな利便性向上策を検討します。 

また、今後、制度化が期待されているペイロール（給与支払業務）に対応した‘口座レス’を実現し、現行の

前給サービス提供ユーザーに限定しないお客様向け新規金融サービスの創出も検討の対象としていきま

す。 

さらに、蓄積されるトランザクションデータに AI を適用し、トランザクションレンディングや送客サービスなど

のデジタルマーケティングなどのサービス創出も視野に入れ、お客様向けのフロントチャネルからバックエ

ンドシステムまでを包含していく予定です。 

本システムは、きらぼし銀行と緊密な関係にある地域金融機関に対し、きらぼしテックとの協働で展開して

いくことも視野に入れています。 

日本 TCS、きらぼしテックの覚書締結の目的 

今回の覚書締結は、日本 TCS が擁する豊富な人材、資金、グローバルで蓄積したデジタル技術領域にお

けるノウハウ、更にはデジタル先進国であるインド市場の動向の共有・展開も視野に入れ、きらぼしテックへ

の戦略的連携を主な目的としています。 
 

きらぼしテック 代表取締役会長の西村 浩司氏 は、今回の覚書締結への期待について、次のように述べて

います。 

「IT デジタルの先進国であるインドにおいて既に成功を収めている TCS と密に連携することで、今後益々加

速する金融機関におけるデジタル化の実現スピードを加速させていきたいと考えます」 
 

日本 TCS 代表取締役社長のアムル・ラクシュミナラヤナンは、次のように述べています。 

「TCSは、これまで、世界中の金融機関のお客様に向けて、Business 4.0*時代への対応を加速させることを

目的とした 『デジタルファースト・クラウドファースト』 戦略のもと、システム運用に従来にないスピードとアジ

リティ（俊敏性）をもたらしてきました。私たちは、ディスラプション（創造的破壊）が進行する今日の金融業界

において、リスクに挑み、変革への道のり歩まれているきらぼし銀行のパートナーにきらぼしテックとともに

参画できることを光栄に思います。今後、きらぼし銀行が新たなサービスの創出やより優れたカスタマーエ

クスペリエンスを通じ、差別化を実現されるよう、デジタルおよび金融業界における専門的知見を存分に提

供していきます」 

以上 
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きらぼし銀行について 

「首都圏における中小企業と個人のお客さまのための金融グループとして、総合金融サービスを通じて、地

域社会の発展に貢献する」という経営理念を掲げ、2018 年 5 月 1 日に、東京都民銀行、八千代銀行、新

銀行東京の 3 行が合併し、設立された銀行です。行名の「きらぼし」には、きらめく星に由来し、シャープか

つ、親しみやすい語感をそのまま生かし、お客さまの思いを預かり、次の世代へ力強くつないでいくという願

いが込められています。首都圏においてお客さまから真に愛される地域ナンバーワンの都市型地銀グルー

プを目指しています。 

きらぼし銀行の詳細については、www.kiraboshibank.co.jpをご覧ください。 
 

タタコンサルタンシーサービシズ（TCS）について 

タタコンサルタンシーサービシズは、革新的かつ業界最高水準の IT サービス、コンサルティング、およびビ

ジネスソリューションを世界中の大手企業に向けて提供し、その変革への道のりを支援している、IT サービ

ス、コンサルティング、およびビジネスソリューション企業です。TCS はコンサルティングを基盤とし、コグニテ

ィブ技術を活用した BPS、エンジニアリング・サービスやソリューションを総合的に展開しています。これらを

卓越したソフトウェア開発の基準として認識されている、TCS 独自の「ロケーションインディペンデント・アジャ

イル・デリバリーモデル（Location Independent Agile Delivery Model）」を通じ、地理的な制約にとらわれるこ

となく提供しています。 

TCS は世界最大規模の多国籍複合企業体であるタタグループに属し、最高水準のトレーニングを受けた

424,000人を超える人材を擁し、世界 46カ国で事業を展開しています。2019年 3 月 31 日を末日とする会

計年度の売上高は 209 億米ドルで、インドナショナル証券取引所とボンベイ証券取引所にも上場していま

す。また、気候変動に対する積極的な取り組みや表彰を受けた地域活動を世界中で展開しており、ダウ・ジ

ョーンズ・サステナビリティ・インデックスやMSCI グローバル・サステナビリティ・インデックス、FTS4E グッド・エ

マージング・インデックスをはじめ、主要なサステナビリティ指数の構成銘柄に名を連ねています。 

TCSの詳細については、www.tcs.com をご覧ください。 
 

Business 4.0™について 

目まぐるしい変化が続く現代のビジネス環境において、企業がデジタル技術を駆使し、ビジネス変革を実現

する上で不可欠な技術的要素と企業の行動指針を集約した、TCS独自のソートリーダーシップ・フレームワ

ークです。 

TCSは、その技術的要素として、「人工知能（Intelligent）」、「アジャイル（Agile）」、「自動化（Automated）」、

「クラウド化（on the Cloud）」を挙げ、これらの技術の活用に加え、「マス・パーソナライゼーション（Mass 

Personalization）」、「卓越した価値の提供（Build Exponential Value）」、「エコシステムの活用（Leverage 

Ecosystems）」、「リスクの受容（Embrace Risk）」を実践することが重要であると提唱しています。 

TCSは、デジタル技術の急速な進化によって従来の市場にディスラプション（創造的破壊）をもたらす企業

が次々と出現する現代を「Business 4.0™時代」と認識する一方、この厳しい市場環境においてビジネス変革

を実現した企業を「Business 4.0™企業」と定義し、ビジネス変革を目指す顧客企業への啓蒙活動に取り組む

とともに、顧客企業のパートナーとしてデジタルトランスフォーメーションの道のりを支援しています。 

Business 4.0™の詳細については、www.tcs.com/jp-ja/Business40 をご覧ください。 
 
 
 

 

【本件に関する報道機関のお問い合わせ先】 

日本タタ・コンサルタンシー・サービシズ株式会社 
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